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“認知症の予防“ ということばの呪縛

認知症を予防する ということは、決して間違いではありません

認知症に限らずどんな病気・怪我も予防に取り組むことは大切です

一方、どんなに予防しても、歳を重ねればいつかは認知症に出会う時が
来ます

“認知症の予防”という言葉に、

認知症になることはいけないこと！
認知症になることは恐ろしいこと！
認知症になるとおしまいだ！

という刷り込みが行われていませんか？
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認知症＝もの忘れ（記憶力の低下）という固定概念

「物忘れが認知症の全て」 であると感じていませんか

認知機能には、記憶力以外にもいろいろな項目があります
実行機構
遂行機能
視空間認知
見当識 などなど

実生活では、記憶力以外の項目の機能低下、
身体能力の低下の方が生活に支障をきたす
度合いが大きいと感じています
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ヘルスケア産業への期待

しかし、特にMCIの人にはまだまだ医療の選択肢が少なく、新薬もごく
限られた人にしか適用されないという現実があります

医療に代わる 非薬物療法・ヘルスケア産業 への期待は非常に大きいです

新薬の登場で、これからますますMCI（軽度認知障害）・初期段階
の認知症の気付きの重要性が増していきます

期待が大きい故に、選択に当たっての迷い、使っていくうえでの不安も
あり、これらを可能な限り解消していくことが必要と考えます

多くの当事者は、今の状態を維持・改善したいという思いを持っており、
そのために現状にプラスして何か自分に役立つものが必要と感じています
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認知機能評価の難しさ わかりにくさの克服

その商品・サービスを使って、本当に認知機能が改善・予防できているのだろうか？
改善しているという実感が得られているのだろうか？

認知機能は、実はその人の生活習慣・環境が大きく影響していて、何が効いている
のか判らない状態になっていないか？

認知機能の定量的・客観的な評価方法・基準の開発、当事者参画
による評価検証

認知機能の改善を示すデータが正しく開示され、誰でも簡単に見る
ことが出来るようなしくみづくり

やめるにやめられない 心理状態になっていないのだろうか？

・・やめたら症状が進行するのではないか という不安

企業規模等に関係なく、本当にいいものが評価され成長する市場
環境の形成


